
生徒対象　学校評価・学校アンケート結果＜前期＞
1 学校評価

1

<①大変良い　　　②良い　　　③ふつう　　　④あまり良くない　　　⑤良くない>

① ② ③ ④ ⑤

6 104 72 3 1 64.9

3.2% 55.9% 38.7% 1.6% 0.5%

2

<①大変努力している　②努力している　③ふつう　④あまり努力していない　⑤努力していない>

① ② ③ ④ ⑤

42 97 40 6 1 73.3

22.6% 52.2% 21.5% 3.2% 0.5%

3

<①非常にそう思う　②そう思う　③ふつう　④あまりそう思わない　⑤そう思わない>

① ② ③ ④ ⑤

4 104 68 9 1 63.6

2.2% 55.9% 36.6% 4.8% 0.5%

2 学校アンケート
Ａ：あてはまる　　Ｂ：だいたいあてはまる　　Ｃ：どちらとも言えない　　Ｄ：あまりあてはまらない　　Ｅ：あてはまらない

No. Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 指標

1 34 74 63 10 4 18.4% 40.0% 34.1% 5.4% 2.2% 66.8

2 38 72 65 7 3 20.5% 38.9% 35.1% 3.8% 1.6% 68.2

3 40 56 73 9 4 22.0% 30.8% 40.1% 4.9% 2.2% 66.3

4 35 70 57 12 5 19.6% 39.1% 31.8% 6.7% 2.8% 66.5

5 31 60 72 13 5 17.1% 33.1% 39.8% 7.2% 2.8% 63.7

6 27 44 76 19 12 15.2% 24.7% 42.7% 10.7% 6.7% 57.7

7 35 80 54 8 4 19.3% 44.2% 29.8% 4.4% 2.2% 68.5

8 17 58 76 17 8 9.7% 33.0% 43.2% 9.7% 4.5% 58.4

9 24 61 75 12 5 13.6% 34.5% 42.4% 6.8% 2.8% 62.3

10 36 74 60 4 5 20.1% 41.3% 33.5% 2.2% 2.8% 68.4

11 80 62 33 8 2 43.2% 33.5% 17.8% 4.3% 1.1% 78.4

12 44 23 28 4 1 44.0% 23.0% 28.0% 4.0% 1.0% 76.3

13 41 19 36 2 2 41.0% 19.0% 36.0% 2.0% 2.0% 73.8

14 27 58 59 5 4 17.6% 37.9% 38.6% 3.3% 2.6% 66.2

15 17 49 83 16 8 9.8% 28.3% 48.0% 9.2% 4.6% 57.4

16 36 64 60 10 5 20.6% 36.6% 34.3% 5.7% 2.9% 66.6

17 29 66 66 11 4 16.5% 37.5% 37.5% 6.3% 2.3% 64.9

18 28 68 67 10 4 15.8% 38.4% 37.9% 5.6% 2.3% 65.0

19 24 64 74 10 4 13.6% 36.4% 42.0% 5.7% 2.3% 63.4

20 40 62 66 4 5 22.6% 35.0% 37.3% 2.3% 2.8% 68.1

21 40 61 65 7 2 22.9% 34.9% 37.1% 4.0% 1.1% 68.6

生徒対象アンケート調査
１　実施日時 平成30年9月28日
２　回収率 97.9%

70蘇南

全体として、校長先生を中心とした本校の教育活動をどう思いますか。

全体として、クラス担任の先生は一人ひとりの生徒を大切にして、クラスが楽しく安心できる場
所になるように努力していると思いますか。

全体として、学校は一人ひとりの生徒の興味関心や学習意欲を高め、わかりやすく充実した授
業を行っていると思いますか。

.基礎学力向上および学習習慣確立のために、特別講座において全校統
一でＳＰＩに取り組ませる。

質　問　項　目
常日頃より生徒をよく観察し、全校集会や学年集会、HRなどでいじめの起因とな
るような日々の言動を見直させる声掛けを行うことでいじめを根絶する。

相談窓口を明確化し、不安や悩みを相談しやすい学校環境を整える。

玄関ホールに一日の予定を「見える化」することにより、落ち着いた学校
生活を送れるようにする。

落ち着いて学習できる環境を整えるため、毎日教室・廊下の巡視を行
い、整理整頓を徹底させる。

毎日の昇降口での遅刻指導や行事毎の移動の声掛けを行い、時間に対
する意識の希薄さの改善を図る。

地域と連携した体験的な学びを目的に、各授業で年に１回はフィールド
ワークに行く。

すべての教員が授業公開及び他教科の授業見学を行い、相互評価をし
授業の改善を図る。

授業見学を参考にして、教科横断型学習を実践するため、積極的に他教
科との連携授業を研究する。

各授業で、ＩＣＴ機器を活用した授業計画を立て実践する。

学校は、総合学科の特色を生かし、生徒が自ら課題を発見し解決する力
が身に付くように指導をしている。

「蘇南学」として、系列や生徒会で地域の行事に積極的に参加することに
より、地域が求めているものを探り、地域社会に貢献する。

上記の実現のため、地域人材を積極的に活用する。

HP・蘇南通信・広報なぎそ等で地元地域に適切かつ敏速な情報発信を
する。

.新しい学校案内・PRビデオを作成し、中学校訪問・体験入学・授業公開
を通して、本校の教育活動を紹介し、生徒募集に繋げる。

.「産業社会と人間」において、自分の過去および未来について考え、自
分史を作らせる。(1学年)

.先を見通す力を育成し、自分自身の活動を振り返り自己理解を深めるために、生
徒一人ひとりにスケジュール帳を持たせ、定期的に記録させる。(1学年)

公務員志望の生徒対象に、土曜日や放課後を利用して公務員対策講座
や模擬試験等を実施する。

生徒会として、ボランティア活動などの社会的活動や地域・小中学校との交流を通
して、生徒の自主性を育てる。年7回程度の活動を目標とする。

部活動において生徒の自主的・自発的な参加を促し、加入率の増加や新設クラブ
等の部活動の活性化を図る。その成果をＨＰ等を使い校外へ発信する。

.「蘇南学」として、総合研究で「社会と対話する」というテーマのもと、地域
に飛び出し対話する中で、自らの将来につながる地域理解を深める。



生徒対象　学校評価・学校アンケート結果＜後期＞
1 学校評価

1

<①大変良い　　　②良い　　　③ふつう　　　④あまり良くない　　　⑤良くない>

① ② ③ ④ ⑤

7 111 52 1 2 67.3

4.0% 64.2% 30.1% 0.6% 1.2%

2

<①大変努力している　②努力している　③ふつう　④あまり努力していない　⑤努力していない>

① ② ③ ④ ⑤

35 108 27 1 2 75

20.2% 62.4% 15.6% 0.6% 1.2%

3

<①非常にそう思う　②そう思う　③ふつう　④あまりそう思わない　⑤そう思わない>

① ② ③ ④ ⑤

6 112 52 1 2 67.2

3.5% 64.7% 30.1% 0.6% 1.2%

2 学校アンケート
Ａ：あてはまる　　Ｂ：だいたいあてはまる　　Ｃ：どちらとも言えない　　Ｄ：あまりあてはまらない　　Ｅ：あてはまらない

No. Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 指標

1 24 84 50 7 6 14.0% 49.1% 29.2% 4.1% 3.5% 66.5

2 47 70 46 6 4 27.2% 40.5% 26.6% 3.5% 2.3% 71.7

3 47 67 49 6 4 27.2% 38.7% 28.3% 3.5% 2.3% 71.2

4 36 84 34 14 5 20.8% 48.6% 19.7% 8.1% 2.9% 69.1

5 39 78 48 3 5 22.5% 45.1% 27.7% 1.7% 2.9% 70.7

6 29 55 52 24 10 17.1% 32.4% 30.6% 14.1% 5.9% 60.1

7 37 69 55 9 2 21.5% 40.1% 32.0% 5.2% 1.2% 68.9

8 31 60 56 17 6 18.2% 35.3% 32.9% 10.0% 3.5% 63.7

9 34 70 57 11 1 19.7% 40.5% 32.9% 6.4% 0.6% 68.1

10 43 72 48 5 4 25.0% 41.9% 27.9% 2.9% 2.3% 71.1

11 70 63 30 6 3 40.7% 36.6% 17.4% 3.5% 1.7% 77.8

12 36 12 11 0 1 60.0% 20.0% 18.3% 0.0% 1.7% 84.2

13 37 14 8 0 1 61.7% 23.3% 13.3% 0.0% 1.7% 85.8

14 30 67 55 3 4 18.9% 42.1% 34.6% 1.9% 2.5% 68.2

15 14 57 80 10 6 8.4% 34.1% 47.9% 6.0% 3.6% 59.4

16 32 69 56 10 2 18.9% 40.8% 33.1% 5.9% 1.2% 67.6

17 21 86 54 6 2 12.4% 50.9% 32.0% 3.6% 1.2% 67.5

18 23 84 53 9 1 13.5% 49.4% 31.2% 5.3% 0.6% 67.5

19 28 62 69 9 1 16.6% 36.7% 40.8% 5.3% 0.6% 65.8

20 43 73 46 7 2 25.1% 42.7% 26.9% 4.1% 1.2% 71.6

21 68 79 20 2 3 39.5% 45.9% 11.6% 1.2% 1.7% 80.1

生徒対象アンケート調査
１　実施日時 平成31年2月5・7日
２　回収率 92.0%

70蘇南

全体として、校長先生を中心とした本校の教育活動をどう思いますか。

全体として、クラス担任の先生は一人ひとりの生徒を大切にして、クラスが楽しく安心できる場
所になるように努力していると思いますか。

全体として、学校は一人ひとりの生徒の興味関心や学習意欲を高め、わかりやすく充実した授
業を行っていると思いますか。

.基礎学力向上および学習習慣確立のために、特別講座において全校統
一でＳＰＩに取り組ませる。

質　問　項　目
常日頃より生徒をよく観察し、全校集会や学年集会、HRなどでいじめの起因とな
るような日々の言動を見直させる声掛けを行うことでいじめを根絶する。

相談窓口を明確化し、不安や悩みを相談しやすい学校環境を整える。

玄関ホールに一日の予定を「見える化」することにより、落ち着いた学校
生活を送れるようにする。

落ち着いて学習できる環境を整えるため、毎日教室・廊下の巡視を行
い、整理整頓を徹底させる。

毎日の昇降口での遅刻指導や行事毎の移動の声掛けを行い、時間に対
する意識の希薄さの改善を図る。

地域と連携した体験的な学びを目的に、各授業で年に１回はフィールド
ワークに行く。

すべての教員が授業公開及び他教科の授業見学を行い、相互評価をし
授業の改善を図る。

授業見学を参考にして、教科横断型学習を実践するため、積極的に他教
科との連携授業を研究する。

各授業で、ＩＣＴ機器を活用した授業計画を立て実践する。

学校は、総合学科の特色を生かし、生徒が自ら課題を発見し解決する力
が身に付くように指導をしている。

「蘇南学」として、系列や生徒会で地域の行事に積極的に参加することに
より、地域が求めているものを探り、地域社会に貢献する。

上記の実現のため、地域人材を積極的に活用する。

HP・蘇南通信・広報なぎそ等で地元地域に適切かつ敏速な情報発信を
する。

.新しい学校案内・PRビデオを作成し、中学校訪問・体験入学・授業公開
を通して、本校の教育活動を紹介し、生徒募集に繋げる。

.「産業社会と人間」において、自分の過去および未来について考え、自
分史を作らせる。(1学年)

.先を見通す力を育成し、自分自身の活動を振り返り自己理解を深めるために、生
徒一人ひとりにスケジュール帳を持たせ、定期的に記録させる。(1学年)

公務員志望の生徒対象に、土曜日や放課後を利用して公務員対策講座
や模擬試験等を実施する。

生徒会として、ボランティア活動などの社会的活動や地域・小中学校との交流を通
して、生徒の自主性を育てる。年7回程度の活動を目標とする。

部活動において生徒の自主的・自発的な参加を促し、加入率の増加や新設クラブ
等の部活動の活性化を図る。その成果をＨＰ等を使い校外へ発信する。

.「蘇南学」として、総合研究で「社会と対話する」というテーマのもと、地域
に飛び出し対話する中で、自らの将来につながる地域理解を深める。


